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ネより早く学術的に認知 されたこともあって、主 として文学と映画とい う観点から
アダプテーション研究が進められた。バンド・デシネ研究は映画研究よりも出遅れ
たが、これはアダプテーション研究についても例外ではなく、1993年 にフランスの
スリジー ・ラ ・サルにおいて、映画研究者アン ドレ・ゴドローとマンガ研究者ティ
エ リ・グルンステンによってバンド・デシネ とアダプテーションに関するコロック
が開催されたのが象徴的な出来事と言えそ うである。近年では 『バン ド・デシネ と
アダプテーションー 文学、映画、T▽1』という論集も出版されており、世界各地
でアダプテーション研究は活況を呈している。
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ある。ハッチオンはジェラール ・ジュネットのナラ トロジーを想起 させなが ら、ア
　　　　 　　　 　 　
ダプテーションを独自のパ リンプセス ト的存在 として捉え、その過程と生産品の二
重性を問題化する3。記号が置換されたプロダク トであると同時に(再)解釈と(再)想














































は、原作小説や映画版の 『白鯨』、『白鯨』に言及したエ ドワー ド・サイードの9.11
に関する時評まで含まれる。サイー ドはそこでエイハブ船長の死の場面に関して小
説と映画の場面を混同しているのだが、このように 「流動するテクス ト」は必ず し
も 「正確に」伝達されるとは限らない。こうしたテクス ト概念は、ハッチオンのア








プテーションであ り、もう一っは部分的アダプテーシ ョンである。 ここでの 「全面















ここでサイー ドによる 『白鯨』の 「アダプテーション的改変」について簡単に振
り返っておこう。サイー ドは9.11の 後に時評を発表 し、テロ攻撃への復讐を叫ぶ群
集心理に警鐘を鳴らした12。「集団的熱狂は人々を戦争へ と駆り立て、それは白鯨を










つま り小説のエイハブは、鯨ではなく 鯨 綱 によって絶命する。ちなみに小説に
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ズムに関わる 鯨 綱 を軽視 した映画の場面を記憶していたのだった。
グレゴリー ・ペックが主演 した映画では、白鯨をしとめようとしたエイハブが海
　　　　 　　　　























モポ リタンでもあるとい う 「ステレオタイプであると同時に固定観念を持つことの
　　　　 　　　　





殺を行 う18世 紀の 「暗殺者」に関連づけられるとともに、大麻は鯨を捕まえる綱
の麻繊維に関係することから、小説ではこの綱はエイハブの運命の象徴として読む





















ちなみにここで訳 した 「編集作業」(editing)には、原稿などを 「校訂する」、遺伝子

















生後三ヶ月で一家はニースに移住 し、アルジェリア独立までを描いた 『オ リエント
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到達したときにあらわれる。カミュがここで語る 「彼女の存在の隠れた核」と





ここでの 「性的絶頂感」 というのは、彼女が夜に向かって心を開き、 自分の根を見
つけたように思い、体内に樹液が昇ってくるような経験をしたことを指 している。
同様に『異邦人』のムルソーも処刑が近づいたときに「しるしと星々とに満ちた夜26」







ュの作品がサイー ドがここで言 うほど必ずしも 「自然への回帰」 とい う単純素朴な
物語にはなってはいないことである。クリスティーヌ ・ショーレ=ア シュールが 「不
貞」が収録されている短編集 『追放 と王国』の主人公たちについて述べているよう
に(「ジャニーヌは、目くるめくような体験のあと、平凡な日常性の中にまたもや陥
ってしま う。ダリュは王国から追放 されてしまう。そして、ヨナは常軌を逸 した行
動へと逃げ込んでい くのである28」)、彼 らは 「王国」に辿 り着 くことはできず、す







民地の現実を示唆する 「しるし」が作中の随所に認められるとい う。例えば 『異邦
人』の中でアラブ人はほとんど街中にいないが監獄には大勢いること、ムルソーの
取 り巻きはヨーロッパ人であり、「他者」は無名な存在へ と追いや られていること、



















る。それに対してカメル ・ダーウドは 『異邦人』の後 日談となるような小説を書く
ことによって、殺害されたアラブ人の立場から読み直すようなある種のアダプテー









と公言するフェランデズだが、テクス トの字義性 という意味では 「原作忠実派」で
はないことがわかる。また、サイー ドのカミュへの批判というポス トコロニアリズ




パ リの新聞の特派員がジャン=ポール ・サル トルそっくりに描かれている。あの特
徴ある斜視からして見紛いようがない。原作では記者たちが話をしているのを前に
してムル ソーが自分がよそ者のように余計な存在だと感 じる場面があ り、こうした
くだ りは不条理を想起させ るという注が全集にはついているが34、その注ではムル







原作 との違いにっいてもう一点挙げるならば、ムル ソーがセレス トの店で見かけ


































いが、この太陽は 『オ リエン ト画帖』の創作体験に基づいて描かれたと本人が明か
している。『ア ・スユイーヴル』誌の編集長ジャン=ポール ・ムージャンにかなり厳
しい駄 目だしを出されたため、砂漠の写真や ドラクロワやオリエンタリズムの画家




























ContemρoraηyLiteraryAdaρtation,Routledge,2013,p.146.同 書 で は、観 客 が 自
分 に とって 親 しみ の ある文 化 的 属性 を他 のジ ャ ンル で も享 受 した い とい う欲 望 をハ
ッチ オ ンが 的確 に捉 えてい る点 につ い て は一定 の評 価 を しつつ も、 ア ダプ テー シ ョ
ン産 業 の経 済的 な い し制 度 的 次 元 を取 り逃 が して しま う可 能性 を指 摘 して い る。 つ
ま り、 映画 で あれ 、文学 で あれ 、 それ ぞれ 業界 に お い ては そ こか ら得 られ る経 済 的
価値 に基 づ いて ア ダプテ ー シ ョン作 品の選 定が 為 され る とい う傾 向 が あ るが 、ハ ッ
チ オ ンの理 論で は この よ うな 側 面 が十分 に考慮 され て いな い とい うこ とで あ る。
5リ チ ャー ド ・ドー キンス 、 『利 己的 な遺伝 子40周 年 記念 版 』(日 高 敏 隆[ほ か]
訳)、 紀伊 國屋 書 店 、2018年 。 遺 伝 子機 械 として組 み 立 て られ 、 ミー ム機 械 と して
教化 され た私 た ち は、 自己複製 子 としての性 質 を強 く持 つ ものの 、 これ らの創 造 者
に刃 向 か う力 が あ る とい う ドー キ ンス の主 張 は、文 明史 とい う長 い スパ ンで考 え る
とき に は示 唆 に富む 見方 だ が 、脳 科 学 にま で踏 み込 む ドー キ ンス の議 論 をア ダ プテ





7ロ バー ト・ス タ ムは前 掲 書 に おい て(Ibid .,pp.3-8.)、 文 学 の映 画 に対 す る優i位 とい
う偏 見 のルー ツ につ いて 、 「歴 史 的先 行性 ・年 長性 」 「二 項対 立 的思 考 」 「イ コ ノフ ォ
ビア 」「ロ ゴフ ィ リア 」「反 身 体 性 」「(映画 の方 が表 現 が)容 易 で あ る とい う神 話 」「階
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級 的偏 見」 「(映画 の文 学 へ の)寄 生 」 とい った項 目に 分 けて 説 明 してい る。 こ うした
解 釈 は文 学 のマ ンガ に対す る優 位 とい う偏 見 を考 え る際 に も か な りの程 度 合 致 す る





9例 えば 大橋 洋 一 は以 下 の よ うに述 べ てい る。 「実 際の と ころ初 期 デ リダ の問題 系
で あっ た 「差 延 」 「エ ク リチ ュー ル 」 「代 補 」 とい う脱 ・現 前 の 形而 上 学 的概 念 は、
す べ て ア ダ プテ ー シ ョン と同 じ問題 圏 を共 有 してい る とい っ て もよい こ とは、 い ず
れ もが 第 二次 性 とい う特徴 を もつ こ とか らもわ か ります し、 デ リダ の こ うした 観 点
が アダ プ テ ー シ ョン研 究 の高 度 な再 考 を もた ら した とい って も過 言 で は あ りま せ




11間 テ クス ト性 とい う点 にお い て ジ ュネ ッ トの 「イ ポテ クス ト」 と 「イペ ル テ クス
ト」 を想 起せ ず には い られ ない が 、 トーマ ス ・リー チ は そ の よ うなモ デ ル の 階層 性
を 問題 あ る もの と し、ア ダプ テー シ ョン と 「暗示allusion」 の 関係 を考 察す る た め
に10個 の ス トラテ ジー を設 定 して 、多 くの 映画 作 品 を挙 げな が ら分 析 してい る。例
え ば 、映 画 『プ リテ ィ ・ウーマ ン』 や ダ イ アナ 妃 とチ ャール ズ皇 太子 の結婚 は 、 シ
ンデ レラ ・ス トー リー だ と よ く言 わ れ るが 、そ れ が シ ャル ル ・ペ ロー の物 語 『シ ン
デ レラ』と どの よ うな 関係 に あ るの か とい った例 が取 り上 げ られ て い る。そ こで は 、
間 テ ク ス ト性 が ジ ュネ ッ トの ナ ラ トロ ジー の文 法 を逃 れ 、無 数 の形 態 を帯 び る こ と
が 強調 され 、 「捉 え がた いslippery」 性 格 を持 っ てい る こ と、 各 々 の ス トラテ ジ ー
は 「流 動 的fluid」 だ と指 摘 され て お り、テ クス トの流 動性 に 関 して示 唆 に富 む 考
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14「 鈷 が投 じ られ
、鈷 を打 たれ た鯨 は急発 進 し、綱 は 摩擦 で発 火 せ ん ば か りの勢 い
で綱 受 け の溝 を疾 走 し 溝 を はず れ た 綱 は もつれ た 。 エ イハ ブ は身 を かが め て も
っれ を なお そ うと し、 事実 み ご とに もつ れ は なお した が 、桶 か ら飛 ぶ よ うに繰 り出
す 綱 がそ の 首 に巻 きつ き 、 トル コの 唖 者 の 絞首刑 執 行 人 が犠 牲 者 の首 を しめ る とき
の よ うに声 もな くボー トか ら姿 を け した の で、乗 組 み は だれ もエ イハ ブが い な くな
った こ とに しば ら く気 づ かな か った 。」(ハ ーマ ン ・メ ル ヴィル 、 『白鯨(下)』(八 木




17メ ル ヴ ィル






23例 え ば以 下 の よ うな解 説 書 が 出版 され て い る。L'Etranger,LesEditionsdu
Cenacle,2015.カ ミュ の生涯 、作 品 の要約 、成 功 した 理 由、主 なテー マ 、文 学 運 動
の研 究 とい う五 つ の章 か ら構成 され てい る。サ ル トル との 対比 や ムル ソー が よ く眠
るこ との意 味 な どに は触れ て い る が 、ア ル ジ ェ リアや植 民 地 の 問題 には全 く言 及 さ
れ てい ない 。
24E .W.サ イ ー ド、『文化 と帝 国主 義1』(大 橋洋 一 訳)、 み すず 書房 、2002年 、318
頁。
25同 上 、323頁 。
26野 崎 歓 は 『カ ミュ 『よそ もの』 きみ の友 だ ち』(み す ず 書 房
、2006年)に お い て 、
こ の 「しる し」に着 目 し、 「しる し=記 号」 はそ の性 質 上 、 「無 意 味 」で あ るわ け に は
いか ない 以 上 、テ クス トの最 後 ま で きて 、 主人公 は 「表 現 」 の世 界 に 近づ い て い る
と解釈 して い る。 さ らには そ こか らムル ソー は恩赦 に よっ て死 刑 には な らず 、釈 放
され て久 しぶ りに戻 っ た 自宅 で、 あ の有 名 な書 き出 しを書 きっ け始 め る とい う 「夢
想 」へ と読者 を誘 っ てい る。
27E .W.サ イー ド、前 掲 書 、322頁 。
28ク リス テ ィー ヌ ・シ ョー レ=ア シ ュー ル
、『アルベ ー ル ・カ ミュ、ア ル ジ ェー 『異
邦 人 と他 の物 語 』 』(大 久保 敏 彦 、松 本 陽彦訳)、 国文 社 、2007年 、191頁 。
29同 上 、70頁 。
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30同 上
、114頁 。
31カ メル ・ダー ウ ド
、『も うひ とつ の 『異邦 人 』 ムル ソー 再捜 査 』(鵜 戸聡 訳)、
水 声 社 、2019年 。 「殺人 者 につ い て は、僕 らは何 も知 らな か っ た。そ いつ はエ ル=ル
ー ミー 、「異 邦 人 」だ った 。街 区の人 た ちは新 聞 に載 った そ いつ の 写真 を母 さん に見
せ て くれ た けれ ど、僕 らに とっ て そ いつ は大 量 の収 穫 物 を盗 み取 っ て肥 え太 った植
民 者 た ちす べ て を具 現 す る もの で しか なか った 。」(同 上 、53頁)







,L'Etranger,Gallimard,2013,p.41.(『 バ ン ドデ シ ネ異 邦 人』







37『 バ ン ド ・デ シネ 異 邦人 』で は
、メモ を とる若 い ジ ャー ナ リス トに ムル ソー が気
づ く場 面 が無 言 の ま ま描 かれ て い る。Ferrandez,op.cit.,p.98.(邦 訳102頁)
38三 野博 司、『カ ミュ 『異 邦人 』 を読 む 』、彩 流 社 、2011年 、108頁 。 ミシ ェル ・ム
ジ ュ ノの 『アル ベ ー ル ・カ ミュの 『異 邦 人 』』(1988)に お け る分析 が紹介 され てい る。
39原 作 小 説 の語 りにつ い て は、 ジ ュネ ッ トの 用語 を使 え ば、 一人 称 の物 語(等 質 物
語 世 界 的)で あ りなが ら、語 り手 は 主 人公 の内面 には け っ して 入 り込 まず 外 的生 活 の
み を語 る(外 的焦 点化)と い う特徴 が あ る。日本 で も『異 邦人 』のマ ンガ版 が あ るが(須
賀 原 洋行 、『異邦 人 』、講i談社 、2019年)、 コマ にす べ て捷 毛 を描 くこ とで 一人 称 の
主 観 的 な語 りが 表現 され て い る。 だ が 、読者 か らす る と過 剰 な まで に 目障 りな ほ ど
主 観 的 な視 界 で あ る こ とが記 号 的 に 強調 され る ので 読者 は没 入 で きず 、逆 に 主観 的
で はな くな って しま うとい う矛 盾 に 陥 っ てい る。 全 体 と しては 、不 条理 荘 に住 む無
流 想(む るそ 一)と い うキャ ラ クタ ー設 定 に見 られ る よ うに 、 日本 人 の読 者 が感 情 移
入 しや す い よ うな語 り口で 、 日本 の マ ン ガ に特 徴 的 な記 号 的 な絵 柄 で描 か れ 、 フ ェ
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41フ ェ ラ ン デ ズ は 以 下 の イ ン タ ビ ュ ー に お い て
、 『異 邦 人 』 とい うテ ク ス トを 読
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